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田
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道
は
樣
州
慕
府
が
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.
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海
外
留
每
在
の|

„

人
、眞
.一
郎
で
あ
る

o 

本
書
に
は

「

畠
同
眞
一
郎
と

稱
す
。
津
山
藩
を
脫

し
て
後
、
自
ら
開
田

太

郞

，
词
眞

一

郞
h
稱
し
、ン
又
津

田
行
彥
と
改
む
。
後 

眞

1

郞
に
復
し
、
維
新
に
及
び
て
、'
.今
の
名
に
改
むJ

と
あ
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'
彼
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居
名
か
し
彼
は
案
た
福
澤
先
生
、鋳
周
及
び
神
田

#
平
と
■と
も
に
、

.明
治
經
濟
學
史
史
の
第
-—
.
頁
を
飾
る
先
覺
者
で
.あ
る
。パ 

い
ま
少
し
ぶ
の
方
面
で
知
ら
れ
て
5
1-
人
で
あ
る
。
私
は
本
書
の
刊
行
さ
れ
た
を
機
會
に
、
•と
れ
に
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つ
て
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の
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濟
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介
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者
は
こ
の
傅
記
を
編
.む
に
當
つ
て
、
森
鷗
外
の「

西
凋
傳」

に
據
つ
て
居
ら
れ
る
と
匕
ろ
が
多
い
。
こ
の
’方
法
は
正
し
い
。
蹄
外
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こ
，の
書
を
書
，v>
た
明
治
三
十
‘年
に
は
眞
道
は
な
ほ
存
命
，で
あ
り
：
そ
の
校
•閱
を
經V

居
る
か
ら
で
あ
る(

「

鷗
外
全
集」

太
正
十
一
一
年
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第
七
卷1

1

ー
六
頁〕

。
彼
の
生
涯
で
吾
々
の
最
も
知
り
た
い
の
-は
、
あ
の
夙
い
時
代
に
洋
學
に
志
じ
た
動
機
と
和
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留
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時
代
の
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彼
は
文
孩
冲
ニ
年
艿
月
津
山
藩
の
.饱
宰
の
，家
•に
生
'れ
た
。
青
'少
牢
時
代
に
は
兵
學
及
び6

學
を
擧
ん
だ
>
"
彼
^

萬
葉
調
の
高
^
 

歌
が
あ
り
、
そ
の
書
ぐ
文
章
に
國
文
擧
的
の
•も
の
が
あ
る
の
は
こ
の
故
で
*
あ
る
0
.
.
.そ
灯
才
を
惜
ん
で
.洋
學
を
愈
慂
し
.た
の
は
典
學
の
.師 

で
あ
つ
た
と
い
ふ
.°「

家
業
御
料
瓔
人
の
.儀
不
器
用
に
て
御
用
立
不
申
嘏
に
付
し
と
い
ふ
譯
で
江
戶
遊
學
を
許
さ
^ -
’.弘
化
四
苹
出
府
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箕
作
阮
甫
に
就
い
て
.和
蘭
學
を
修
め
た
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後
ざ
ら
に
^

^

^
朴
の
塾
に
人
り
、
ま
た
佐
久
間
象
山
に
兵
式
を
學
ん
‘だ
®

吉
田
松
蔭
等
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，菊
_

^

衣
時
代
で
ぅ
_

に
.枯

と

れ

春

：レ
灰
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.と
も
あ
；る
も
し
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ぎ
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阮
甫
の
®

に
'
ょ
り
そ
の
敎
授
手
俾
並
と
な
つ
た
9

そ
の
跷
同
時
に
命
を
受
け
た
も
の
に
西
周
助
が
あ
*)
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兩
人
の
交
霞
は
と
^
 

日
か
ら
初
ま
つ
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三
1
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1四
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六
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西
と

ともに
敎
授
方
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ん
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二
人
が
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遊
を
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意
^
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。
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使
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蒙
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し
時
な
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ぐ
こ
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時
彼
等
は
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か
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學
の
許
可
を
得
た
が
,*

し
か
し
と
の
祈
に
は
と
の
•三
人
が
行
が
な
い
で
、
新
見

村

样

、小
栗
の
三
旗
.本
敗
便
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セ
出
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け
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。
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延
'ー
兀
年
で
あ
.る
デ
福
澤
先
*

が
木
村
芥
舟
.の
從
饌
と
し
^

内下野守その他の遣歐使節特派の際にも運動を努めたが

-

隨行の
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數め：關係がら志
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を遂げなかつた
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澤先生が反譯方と
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行に：隨は
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れ龙こ
.
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何、：<毛知る通りである
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しかし機
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一一一.
葉訪れた。そ办規幕苻にァメ 

リヵへ軍艙

3
隻孫文め計鮝がありフこれ

^

とも：に技術並饮

.

に康術硏究の

^
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r

の
^

に

擇

ば

れ

た

然
.る
ぬ
こ
'
の
.計
_戴
も
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偶.
.

ァ々メリヵに、南北

1^

.

爭
が
起
つ
た
た
^ )

中止と
.

なつた

0
 

.
か
ぅ
^

て
^

# .

は
三
'
.
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•
,た
び
^

れ
三
度
失
は
.れ
た
。「

か
く
て
は
年
ご
ろ
の
望
も
絕
ぇ
や
果
つ
ベ
ぎ
。
，又
折
も
あ
り
な
ん
と
は
思
ふ
も
の
‘
か
ら
，徒
に
月
B

を
咼
.
 

し
て
眞
囱
な
る
•頭
打
振
り

ては、
爭
で
か
い
と
遙
か
な
る
旅
を
は
な
し
遂
ぐ
べ
き」

と
西
が
歎
い
て
ゐ
る
の
も
無
則
ば
な
い
。「

一
セ
.

5

0
し
.
か
し
こ
.
'の
針
靈
は
全
く
中
"
止
と
な
つ
た
れ
>

は
な
く
て
、
そ
の
ぅ
ち
ー
隻
だ
け
加
蘭
に
注
文
さ
れ
、
前
年
留
學
を
命
ぜ
.•ら
れ
た 

人
達
が
そ
の
儘
同
國
に
派
遺
さ
れ
る
と
と
に
な
つ
た
。
す
な
は
ち「

來
國
へ
可
猇
譁
遺
キ
先
般
被
都
候
^

伺
國
政
府
に
差
支
の
儀
出 

.來
、
依
‘而
今
般
改
て
軍
艦
製
造
せ
：
和
蘭
國
へ
御
誅
相
成
候
に
付
广
词
國
へ
被
發」

名
る
こ
と
に
な
つ
た
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で
あ
るC
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哪

；
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■

感
^

助
で
あ
つ
て
、
文
政
ニ
年
九
月
十
一
日
長
崎
を
出
帆
し
、
慶
應
四
年
四
月
十
一
ハ
日
、口
ッ
テ
ル
グ
ム
に
到
着
し
た
。
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眞
道
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1

也
屯
、'
:日
記
樣
の
％
( 0
-

^
七
ゼ
書
い
て
居
^

”

^
^

る
が
、
< 
こ
れ
も
ア
フ
リ
ヵ
柬
方
ァ
セ
ン
シ
ョ
ン
島
附
近
で
赤
道
を
越
ゆ
る
記
事
で
了
つ
て
ゐ
る
。
和
蘭
留
學
時
代
.の
原
資
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と
し
て. 
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澤
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邦
國
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法
律
'
ス
タ
ー
ト
レ
グ
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其四經，濟
學
ス
タ
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五
經
國
學

-

ス
ク
チ
ス
テ
ー
午
.
-
'

し

， 

,

.

,1:1

君」

1
'

此
五
科
>;

要
^

ヲ
；識
«

雅
シ
_

ダ
爲
: -
__

文
務
^

:此
五
科
學
入
.大
約
ニ
年
一
一
シ
テ
成
，業
ヲ
期
ス
べ
シ

兩
君
業
一【

就
ク
前
二
先
ヴ
深
ク
蘭
語
ヲ
習
ヒ
能
，之
ヲ
解
シ
叉
能
ク
之
ヲ
言
フn

ト
ヲ
明
瞭
-.
'I

シ
テ
且
容
易
ナ
ル
べ
シ 

余
此
治
國
ノ
學
ヲ
敎
フ
ル
ヲ
以
テ
自
任
セ
バ
今
年
第
十
序
或
ハ
第
十
一
月
ヨ
リ
始
メ
ナ
、\
最
初
ニ
ハ
大
學
校
ノ
休
日
ヲ
除 

週
ニ
霄
夜
ヲ
’
之】

一
充
ン 

\

然
，レ
ド
モ
若
余
敎
へ
テ
益
■
ナ
キ
ヲ
論
リ
或
ハ
他
ニ
做
ア
リ
之
ヲ
廢
セ
.ン
ト
欲
ス
ル
時
ハ
何
月
日1

ー
拘
ラ
ズ
之
ヲ
自
在
ナ
ラ 

要

ス
.
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右
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ル
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余
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右
ノ
數
件
之
ヲ
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ト
.ス
ヤ
或
ハ
更
ー1

他
ノ
，鬼

i
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加
へ
ン
ト
欲
ス
ル
箇
條
ア
リ
ヤ
余
之
ヲ
聞
ン
事
ヲ
欲
ス

千
八
百
六
十
三
年
第
六
月
■十
六
日 

大
學
士
エ
ス

ヒ
ッ

セリング
 

右
本
書
ト
違
フ
，.コ

ト

、
ナ

シ

 

；
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事
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す
な
は
ち
津
田
及
び
西
は5

1

ッ
.テ
ル
ダ
ム
に
到
着
し
た
後
一
行
と
と
^

に
レ
イ
デ
シ
に
来
り
、
前
揭f；

覺
書」

に
見
え
る
ホ
フ
マ
ン(
B

 

.の
紹
介
で
レ
イ
デ
ン
大
學
の
シ
モ
ン
•
フ
ィ
ッ
七
リ
ン
，ダ

C/
1
ぎ
s
 V

i
s
s
e
r
i
u
g

に
就
い
て「

國
際
法
、
財
政
學
、
銃
計
^

等
を
學
ぶ
こ
と
、
 

.:

.に
#

つ
：た
.の
で
あ
る(

七
五
貢)

。
西
周
め「

五

科

ロ

訣

紀

略

运

は
- ^

の「

覺
書
し
：を
受
：取
つ
.た
の
ち
、「

余
等
荷
蘭
語
學
.に
從
車
す
る
幾 

ど
1
1補

月

、：7
八

月

：
下

啕

に

至

る

'0
-

束

脩

の

福

釔

執

^

ク

^

:慶
應
元
年
乙
^

十
，讲
を
.以
て
.五
科
0 .

業
を
取
煥
し
奪
ぁ
^

爲
艰
恩
^

葉
，y

b

- ^
v
:

「

第
; -

論
性
法
，
■

れ
A

百
®

が
^

源
灰
：な
ず
な
：り
。
.

£
®

®
^

推
擴
し
、
-
外
は
以
て
萬
國
の
交
際
を
律
し
、
內
は
以
て
國
家
の
、洽
理
を
紀
す
る
な
り
。
而
し
て
第
四
論
は
經
濟
學
な
り
、
是
れ
富
國
安 

尻
の
術
に
し
て
、
典
道
の
如
何
を
論
す
る
な
り
。
而
し
て
之
終
る
に
第
五
論
政
表
學
を
以
て
1す
、
是
れ
ー
國
の
情
狀
如
侗
を
察
し
て
其
：
 

詳
密
を
致
す
の
術
な
り」

と
傅
へ
て
居
る(

九
〇
，頁
、

フ
ィ
ッ
セ
リ
ン
グ
は
大
學
で
は
法
律
、
政
治
*

經
濟
な
ど
を
敎
へ
た
。
バ
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;
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熱
池
' ^
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新
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:
1
:
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代
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：

1

物
條
例
運
觏
に
賛
成
す
る
論
說
を
書
き
、
大
學
の
就
仟
の
時 
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經
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由
^

齒

汶

疆
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1
1

-
6

5

の
第 

一
5

頭
に
は
、「

セ
れ
等
の
'原
理
は
決
し
て
人
の
作
る
と
ぶ
ろ
で
な
い
>
'
そ
れ
は
物
.の
本
質
か
.ら
來
レ
の
で
あ
る
7
 

吾
々
が
そ
れ
を
ケ
ち
樹
て
る
’の
で
な
い
3

ま
々
は
そ
れ
を
發
見
す
る
の
で
あ
る」

.
と
^

ふ
J

,

?

セ
，イ
の
.

「

經
濟
罾」

®

) ®

か
ら
の
言
^ ' 

が

か

れ

て

居
A

そ
の
^
!
1

的̂
秩
序
へ
の
傾
向
が
示
さ
れ
て
居
る
。
彼
に
は
&

ゝ
の
他
に
.
.
^
!
^
!
!
*
:
^
^
!
^
^
!
!

 

d
e
r

 

s
t
a
t
i
s
t
i
c
k
,
、
H
e
t

 

:

#

KI

逍
治
縞
琴
谢 E

 

眞
道」

» 

.

厂

.

.

.

:

0

^

K

-

s

 

-



,

 
'

津
田
道
治
編
^

津E

眞
遒」

.

• 

' 

• 

\

 

•

、
ニ
1

-/
V
.

(

三
九0

)
.

.

.

. ls
s
e
l
r
e
g
t

 

d
e
r

 

X
I

X

 

d
e

 

e
e
p
w
y

 

H
e
r
i
n
s

a .n
g
e
n

 

等
の
著
作
が
あ
る
。

:

註)

ホ
フ
マ
ン
敎
授
は
文
久
ニ
卬
逍
歐
亂
派
逍
の
際
に
も
斡
旋
し
た
こ
と
が
、
當
昤
の
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
新
聞
紙
の
記
祺
を
翻
P

し
た「

胄
％ 

新
聞
別
集
し(

文《

三
尔
九
月
印
服)

-

に
見
え
•て
ゐ
る
。
I

石
川
幹
明「

福
澤
諭H

ロ
傅
f

c
.一
 

卷
三H

C

頁
ら 

津
0
1
及
、び
.西
は
業
を
了
へ
る
と
と
も
に
早
速
歸
#

の
途
に
つ
い
た
0
_

「

锻
刺
す
日
出
る
か
.た
を
眺
め
'
つ
k

早
も
.
2
:本
と
い
は
ぬ
■日
ぞ
な 

‘

き」

と
は
そ
の
航
海
中
の
詠
で
あ
るa

一
三
r

n)

。
慶
應
元
年
十
月
十
四
日
レ
イ
デ
ン
を
出
發
し
M

ス
エ
ズ
を
經
て
十
二
月

二

十

九

日
. 

横
; *

に
.着
.
V
た(

九
六
頁〕
。
¥

一
年
一
月
填
ち
祀
兩
人
は
鄙
成
所
敎
授
手
傅
に
任
ぜ
ら
れv

續
い
て
敎
授
臌
に
列
せ
ら
れ
た
。
そ
し
て 

四
月
に
は
1
そ
'の
，
將

；ち

來

衣

务

灘

の

.爾
蘭
«

事
擧
.姆
«

¥;
;

: %
_

龙

ぺ

き

^

毛
 

一
六
四 

頁
、
西
は
萬
國
公
法
を述

： .

^ .
.':
w
;律
田
社
®

法
學
を
雙
持
0
:
:1 .
.

ツ
前
者
，

織
|
讀

' ^
^

^
に
；、« :

者
は
簡
_

九
月
^
隱

 

幕
府
に
上
つ
た
。
津
田
は
七
の
，

「

溱
6
1學
法
論」

序
文
に
、「

往
年
恭
し
く
.
.大
命
を
摩
じ
和
蘭
に
遊
び
、
西
周
助
と
偕
に
法
學
を
爾
T ?
の 

-大
摩
傅
.士
シ
モ
ン
*
ヒ
ッ
セ
リ
ン
グ
先
生
に
受
け
、先
生
の
.口
授
に
從
ひ
，.、
蘭
語
の
傣
筆
記
せ
し
も
の
五
稹
あ
* :
:

:
染
薩
本
は
西
玫
の
，
. 

譯
す
る
所
、
性
满
.

ロ
！
！

の
：
凡

雜

に

謙
^

^

^

 

o

l
 

^

^
 

1

M

)

。
：
 

第

一

論
挫
法
學
：(

|

启

蒉
^ :
;

:
の
算
，
搞
然
；法
奴
.鬼
想
次
4

愚

.ー_
 

. 

‘
た
。
後
者
の「

藤

公

法

』

の
洗
麻
^

■

^

き

#

治
文
^

全
_」

敗
九 

一
^

.-
-

都
滯
在
の
砌
り
こ
れ
を
譯
了
し
て「

性
法
說
約」

と
題
し
.草
稿
の
ま
、
も
つ
’て
居
た
。
し
か
し
そ
れ
は
之
の
年
の
萵
M

喜
公
に
從
つ
て
急 

遽
大
阪
に
遷
る
際
に
失
は
れ
た(

「

鷗
外
全
集
し
煞
七
卷一

七

一

頁
"
な
ほ
一
八
一
ー
頁
參
照)

。
し
か
し
こ
の
部
分
は
後
に
7

ィ
ッ
セ
リ
ン 

ダ

ク

ー
ト
に
'J
:

り
神
，田
孝
平
が
譯
し
、
明
治
四
，年「

性
法
略」

と
し
て
公
刊
し
た(

「

性
法
略」

緖
言
。「

明
治
文
化
金
集」

第
八
卷
四
頁
。

‘同
解
說
五
寅)

。
. 

、

;
;

律

K

は

明

磨

年
.に「

表
©

提
綱
ー
名
政
表
^

論」

を
譯
出
し
た(

一
一
七
頁)

o「

表
記」

は
統
計
學
で
あ
る
。
す
な
は
ち「

和
蘭
政
事 

學
.
.

S

窨」

，:.
•
の
第
五
種
，で
あ
る
。
本
篑
は
本
邦
で
刊
行
さ
れ
た
統
訛
學
原
論
の
-最

初

の
.%
-
の
で
'あ

-?
>
。
原
私
は
こ
の
場
合
も
/

和
蘭
將
來 

•
の
、フ

メ
.-
>
:
セ
東
ン
グ
の
講
義
に
據
づ
た
ど
と
は
# •

ふ
t

で
も
な
い
。
彼
は
跋
文
に「

此
ノ
'原
本
ハ
今
ヲ
距
.ル
事
十
年
前
余
和
蘭
留
學
ノ 

日
西
周
君
K
 

_

テ
靈
田
ノ
大
學
博
七
ヒ
ッ
セ
リ
ン
.グ
先
生
.
一

【

受

ル

所

ー

一

係

リ

歸

朝

ノ

後

之

ヲ

霄

.ゼ
ン
ト
欲
シ
塵
事
紛
繁1

一
シ
テ
果
サ
ズ
.
 

昨
夏
偶
餘
ヲ
得
テ

n

光

山
.
一

一

游

ヒ

湯

元

溫

泉

一

一

浴

シ

大

半

卒

業

.シ
今
夏
更u

訂
正
ス
ト
ーK

フ
□

明
治
七
年
七
月
.，
一
一
十
二
ハ
日
□

津

田
 

眞
道」

と
書
い
て
房
る
9

表
！̂

綱
し
.

^

^ほ
年
因
^

^

ツ
ビ
^

講
^
ぶ
^
せ
^

後
-

嗣
^

弘
道
^

が
ら
慶
應
—

亂
書
館
^
寄
贈
さ 

れ
、
そ
こ
で
珍
藏
さ
れ
て
居
る
。「

グ
ラ
ウ
シ
ド
べ
ギ
ン
ゼ
レ
，ン
•
.デ

ル

ク

テ

イ

ス

テ

イ

ク」
G
r
o
u
n
d
b
e
g
^
e
l
e
n

 

d
e
r

 

.
s
t
a
t
i
s
t
i
c
k

 

と
題
し
、.

三
章
十
三
節
か
ら
成
り
：、主

： .

と
し
て
片
側
：に
書
か
れ
^
合
判
ノ 
.丨
ト
六
十
六
枚
の
內
容
を
含
ん
で
ゐ
. ^

。
# .

享t

一
 

の
'「

敗
勢 

學
論」

は
こ
、の
ノ
ー
ト
■!
:

借
り
て
譯
出
し
だ
も
の
と
考
へ
ら
れ
て
届
る
：：「

明
、治
文
化
全
集」

第
八
卷
法
律
篇
、
.解
說
七
頁)

。
卞
出
集
吉 

氐
は
何
に
：據
ら
れ
た
の
か
知
ら
な
い
が
、
津
田
眞
道
先
生
は
一
度「

表
書
提
要」

と
題
し
て
譯
さ
れ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
が
、
‘刊
行
に 

-
至
ら
ず
.1>

て
翻
譯
さ
、れ
た
原
稿
が
紛
失
し
た
、
と
言
つ
て
居
ら
れ
る(

「

明
治
文
化
全
集」

第
九
卷「

經
濟
篇
，解
題
ニ
〇
頁)

。

か
く
て
.所
謂
そ
、の「

將
ち
來
る
所
の
和
蘭
政
事
學
*(
o

書」

の
囲
種
が
襴
譯
刊
行
さ
れ
*

第
囲
論
經
濟
學
の
み
を
缺
.;<

と

と

、

な

，つ

た

？
 

「

西
周
傅」

に

は「

六
七
年
の
交
眞
道
政
表
を
露
し
て
佌
に
公
に
し
、
題
し
て
綜
紀
學
と
日
ふ
。
周
と
行
彥
と
の
，學
.ぶ
と
こ
ろ
の
政
事
學 

五
科
、
.S

.

に
.至
り
て
殆
全
く
し
て
、
唯

一

の
經
濟
學
を
闕
く」

と
あ
るC

「

鷗
外
金
集」

第
七
卷
1

八
六
頁)

。
こ
1'

に「

綜

紀

學

」

：
と

は 

實
ふ
.ま
で
も
& -

く
渾
田
の「

政
表
學」

で
あ
る
。 

■

ス 

，
'

■
、
'
:

三

第
因
論「

經
濟
學
し
ぼ
鷗
外
に
ょ
れ
ば
、
津
田
眞
道
が
譯
す
る
箸
で
あ
つ
‘た
と
い
.ふ
。「

西
周
傅」

に

は「

とg

科
は
初
眞
道
と
れ
を
譯 

」

-

饼H

逝
治
榀
著
1

# -
2

|(
,
.
逍
し

 

1

ニ

九

(

一
一
ー
九
-
c

,
y
^
k
p
^
ftu

p 
iv

£
rH
^

R

p

n

sr:
r

-

f; r
.

タ
、
、
釦

、
；
；
ハ
ブ

;\
'
、H
-V

プ
リ、
>

p
'
r、

g-
s
f
f
#
y
-
J

-r
4

.

“
I

て 

^
 

-
1 

*

v

f 

»

f



, 

n
l
l
o

 

<

 

三
九
.

1
1
)

 

せ
ん
こ
と
を
約
し
て
遂
に
成
ら
ざ
る
な
り」

と
あ
，る
ハ「

鷗
外
を
_」

第
七
卷
ー
八
六
頁
、

然
る
に
こ
、
に
-
腐
道
遺
稿
集」

中

に

「

®

^
 

商
人
手
引
草
序
論
，
な
る
.味
定
譯
稿
が
收
め
ら
れ
て
居
る
。
吾
々
は
こ
れ
を
双
っ
て
彼
等
が「

學
ぶ
所
^

政
事
學
五
科j

翻
譯
の
缺
を
補 

ふ
も
の
と
考
へ
：て
い
k

の
，
で

あ

ら

ぅ

か

。

.

.

，

こ
の
_

滿
览
交
換
の
起
原
か
ら
說
き
起
し
ノ
商
業
を
'論
じ
、I「

商
費
は
人
間
の
大
事
に
て
賢
界
の
大
道
具
伍
掛
を
運
動
也
し
む
る
者
：
 

，
と

謂

ふ

べ
■
し
.、
人
間
世
界
に
交
易
を
成
さ
^

る
者
、
商
賣
に
預
ら
ざ
る
，者
、
絕
え
て
こ
れ
あ
る
こ
と
な
L

、
驚
く
可
き
大
船
•の
積
荷
を 

取
引
す
る
大
商
人
ょ
り
し
て
讀
費
の
小
商
人
に
至
る
ま
で
、
竹
枝
を
番
太
郞
に
て
買
ふ
.貧
し
き
老
人
ょ
り
、
母
の
潷
買
料
に
與
へ
た
る 

錢
に
て
貿
食
す
る
惡
小
兒
.に
至
る
ま
で
、
或
は
賈
'ひ
或
は
賣
り
賣
買
交
易
を
爲
さ
r

る
者
あ
る
事
無
し」

と
言
つ
て
居
る(

'
r

七
七
.頁)

？ 

ま
た「

商
實
と
い
ふ
は
買
ふ
事
と
賣
る
事
を
簸
ね
た
る
名
な
り
、
，動
も
す
れ
ば
唯
賣
る
事
と
の
‘

心
得
た
る
人
あ
れ
ど
も
誤
な
り」

(

一
 

七
八
頁)

と
，
商
業
の
.流
通
行
程
に
於
け
る
役
割
を
明
か
に
し
て
居
る
。
續
い
て
工
業
が
取
扱
は
'れ
て
居
る
？「

商
賣
と
竝
ベ
論
ず
べ
き
' 

も
の
は
エ
業
な
り
、
工
業
と
は
手
職
及
び
大
仕
掛
に
て
品
物
を
製
作
す
る
事
を
指
し
て
い
へ
る
'な
り
、
廣
く
言
ば
人
の
所
業
皆
土
業
な 

A

、
.
故
に
耕
作
も
工
業
な
り
、
商
齊
も
エ
業
な
ヵ
、
總
て
天
力
と
本
手
の
力
を
假
り
て
人
力
に
て
爲
す
所
の
事
皆
工
業
な
り
、
偖
工
業 

の
大
小
は
本
手
の
多
少
に
從
ふ
な
り
、
％
る
に
其
義
狹
く
只
エ
•業
と
v >
.

へ
る
は
天
造
物
を
人
エ
に
て
製
作
し
て
人
用
に
供
す
る
所
業
ば
.; 

か
り
を
工
業
と
い
。ふ
な
り
、
此
天
造
の
儘
に
て
は
更
に
値
打
無
き
物
を
人
エ
に
て
齔
打
を
生
ぜ
し
め
、
或
は
天
造
の
儘
に
て
値
村
寡
き
. 

物
.に
値
打
を
加
へ
て
寶
買
品
と
成
す
人
工
を
取
別
け
て
工
業
と
云
へ
る
な
り
•

〕
(

一
七
九
.頁)

。
す
な
は
ち
牛
；產
論
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま 

た
質
易
を
論
じ
、
信
用
を
扱
つ
て
ゐ
る
。
貿
易
に
は「

打
太
刀
商
賣
請
太
刀
商
賣
と
ーK

へ
る
區
別」

あ
る
こ
と
’を
言
つ
て
居
る
9

質
易
；の
：
. 

均
衡
を
い
ふ
の
で
あ
る(

一.
八
〇
頁〕

。
本
稿
は
な
ほ
繼
續
さ
れ
る
普
で
あ
っ
たC

「

買
災
難
請
合」

(

運
送
保
險〕

、
，「

手
形
仲
貢
手
形
世
，
 

話
人」

に
就
い
て「

次
卷
未
に
之
を
說
く
べ
し」

ま
た「

是
亦
次
卷
に
之
を
說
く
1_
1
べ
き
と
と
が
約
贫
さ
れ
て
ゐ
る
ハ
一
八
ニ 
I

八
一
一S

)

。
，
、

本
稿
の
S

符

は

，
頗

る

經

濟

原

論

を

想

は

•せ
，る
も
^

が
あ
る
。
然
ら
ば
こ
れ
を
以
つ
で
彼
等
が
フ
ィ
ッ
セ
リ
ン
グ
か
ら
受
け
た「

五
科 

ロ
訣」

の一

と
推
測
し
て
r

か
、
，.
参
へ
ば
そ
う
で
な
い
。
こ
れ
は
彼
等
が
和
蘭
1

中
、に
レ
イ
デ
シ
の一

靠

か

j

版
さ
れ
た
，
 

1

商
人」

D
e

 

k
o

-op
m
a
n
v
.

と
題
す
る
叢
書
の
一
册「

商
業
界」

D
e
_

 

h
a
n
d
e
l
s
w
e
r
e
l
d

 

i
n

 

b
a
r
e

 

v
e
e
l
z
i
j
d
i
g
e

 

r
i
g
t
i
n
g
e
n

 

e
n

 

v
o
r

 
日 e

n
.

の
.
 

可
.な
り
詳
し
.い
抄
譯
で
あ
る
。
そ
れ
は
ど
こ
ま
■
で
も
商
業
學
の
案
內
書
、「

商
人
手
引
草」

で
あ
る
。

，
 

-
 

で
は
フ
ィ
ッ
セ
リ
ン
グ
ロ
訣
の
經
濟
學
講
義
は
，ど
う
な
つ
た
の
だ
ら
う
^

津

田

が
-1
:

泰
西
國
法
論」

'
.
.の
.凡

例

に

.
-

「

西

周

助

と

偕

に
 

來

丁

の

大

學

博

士

シ

，
，
モ

X

•

匕
'ッ
セ
リ
ン
グ
先
生
に
受
け
、
先
生
の
.口
授
に
-從
ひ
蘭
語
の
偉
筆
記
せ
し
者
五
種
办
り」

と
書
い
て
居
る
こ 

と
は
、
前
に
引
い
た
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
記
述
は
一
部
疑
つ
て
い
、
9

す
な
は
.ち
經
濟
學
講
氣
の
筆
記
は
作
ら
れ
な
か
つ
た
の 

で
な
い
か
と
想
像
し
得
る
の
で
あ
る
。
蓋
し
彼
等
が
和
蘭
に
渡
つ
た
時
に
は
、

コ'
ッ
サ
がr

稍
々
皮
相
の
嫌
ひ
は
あ
る
が
、
ょ
く
書
い 

.
て
あ
る」

p

s.
g
i C

o
s
s
a
:

 

.
A
n
.

 

i
n
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n

 

t
o

 

t
h
e

 

s
t
u
d
y

 

o
f

 

p
o
l
i
t
i
c
a
l

 

e
c
o
n
o
m
v
.

 

L
o
n
d
.
,

 

1
8
9
3
.

 

p
.

 

4
3

3
0

と
評
す
る「

實

踐
的
國
家
經
濟
學
提
要」

.
第
一
卷
价
.既
に
公
さ
れ
て
居
り
、
歸
朝
の
年I

八
六
五
年
に
そ
の
第
二
卷
が
出
版
さ
れ
た
，。
こ
れ
等
を
講
義 

の
テ
キ
ス
ト
に
用
ふ
る
と
い
ふ
と
と
が
考
へ
ら
れ
る
か
ち
で
あ
る
0

而
し
て
，前
.ヒ
述
べ
た「

統

I t
.

r
學

概

要

」

ク
か
ノ
ー
ト 

が
ヒ
の
疑
問
を
確
め
て
吳
れ
；
。
こ
の
ノ
，1
ト
に「

經
濟
學
飢
步」

D
e

 

b
e
g
i
n
s
e
l

' nl
n

 

d
e
r

 

s
t
a
a
t
h
a
s
h
o
u
d
k
u
n
d
e

と

'

題
す
る
八
枚
の

筆

記

が

收

め

ら

れ

，て

居

る

。

.
そ

れ

は

「

經

濟

學

は

本

來

國

の

，
經

濟

の

.
學

問

V

す
な
杖
ち
國
が
そ
の
所
有
財
產
、
所
得
及
，び
賢
用
を
、
そ
の

刺
猛
の
た
め
に
最
も
'ょ
く
處
理
す
る
方
法
に
就
い
.‘て
の
學
問
を
意
味
す
る」

。s
t
a
a
t
h
u
i
s
h
o
u
k
u
l
r
d
e

 

b
e
t
e
e
k
e
n
t

 

e
^
e
u
H
j
k
k
e
n

s.s

 v
a
n
-

d
e

 

h

CJi
s
b
o
u
d
i
n

 
的
«1

目 

s
t
a
a
t

 

a
. i. 

v
a
i

 

d
e

 

w
i
i
g
e

 

w
a
a
r
o
p

 

d
e

 

s
t
a
a

rt-
l
i
e
t

 

b
e
sr+
i
p i

j
n

 

t
j
e
l
a
n
w
,

 

z
i
i
n

cr
e
z
ir+
-
t
e
n

《

e
n
,
, 

i
n
-

-

 

, 

,

.

 

' 

' 

k

o

m

M-f
i
r
n
 

e
n

 

&
g
a
v
e
n
b
e
h
e
e
r
t
、

と
い
ふ
言
葉
で
初
ま
る「

緖
言」

と
目
次
が
あ
ざ
♦た
け
で
あ
る
。
本
文
が
な
い
、
そ
じ
て
目
次
の
各
章

に
-そ
の
說
明
に
相
當
す
る「

提
要」

の「

節」

へ
の
參
照
が
指
定
さ
れ
て
居
る
'0

こ
の
方
法
は
ノ
ー
ト
を
作
る
こ
と
を
不
要
な
ら
し
め
る
。
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そ
し
て
ま
た
こ
の
こ
と
が
經
濟
學
の
翻
譯
を
遲
陣
さ
せ
た
の
に
根

^ -
-

な
：い
。
何
故
な
ら
簡
約
さ
れ
た
原
本
が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
抄 

譯
を
試
み
や
ぅ
ど
す
れ
ば
*

自
ら
そ
れ
拔
萃
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
，い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
目
次
-は
津
田
、
西
兩
留
學
生
が
フ
ィ
ッ
セ
リ
ン
グ
に
‘就
い
て
敎
は
つ
た
經
濟
學
の
内
容
を
示
す
も
の
と
し
.て
重
要
で
あ
る
。
次 

ぎ
が
そ
の
金
文
で
あ
る
。

,

「

第

一

章

社
#

生

活

の

茲

礎
、

.

•

. 

、

-

.

 

「

初
步J

 

n
o

i
l

s

を
見
よ

o
 

-

第
二
章
人
類
の
欲
望
と
そ
の
充
足 

’

「

初
歩」

0
O 7

1
1

6

を
見
よ
。

,

.
奢

移

に

就

い

て
と

對

照
せ

よ

。
 

’

、

第
三
章
'
勞
働
及
び
分
業 

~

 

、
'
 

'

'...「

初
步 J.

 n

,°.
1
7
l
2
2
,
,
.

を
見
よ
。

國
民
淹
業
"

そ
の
獎
勵
及
少
そ
の
分
化
に
就
い
て
1
1
0 
2

-

8

6

;
00
7
-
8
7
, 72

,

 

7
7
,

 

7
8

,
1
0
5
-
1
0
7
;

 

1
2
7
.
1
3
2
,

. 

1
3
4
,
」

3
7
”
1
3
7
;
1
4
0
,

 

I
4
r

1
4
9
;

 

l
s
2
-
l

tn\
6
;

 

1
6
6
-
1
7
2
-

と
^

照
せ
よ
。

章
交
換
及
び
惯
値
 

» 

* 

'

「

初
步」

»
o 

u

.

 

t見
よ
。

.

•

 

-. 

、：

,

/ 

獨
占
と
競
爭
に
就
い
て
e
。J

J
7
-
1
2
S
.

と
對
M -

せ
よ
。
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初
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'

ロ
。
，

3
4
-
4
2
、

猶

ほ
'
 

2
4
3
.
2
Z
4

を
見
よ
。

第
六
章
.

價
，
.

.
格
：

.;'
-
 

•
 

-
 

,
 

:

.

•

「

初
^J

 

$
 .

4
3
-
4
7

を
見
よ
.。

•

.

第
七
章
勞
働
貨
銀

，
.' 

■

.

'

:

,

、

「

初
，步」
'
3。
5
P.
S

.

を
見
，よ
4 

■

,

.

.

.

M
W
O 5

3
0
-
5
3
7

と
對
照
也
.よ
o 

第

八

章

-

初

‘

步

‘ 

‘

：

'

.

「

初
步J

 

0
。
cn
'

M

,

2を
見
よ
o 

. 

第

九

章

信

敗

及

が

利

子
n
o 6

>
7
7
r

 

.,
 

.

.

■

鉱
行
に
就
い
て
.no 

2
7
5
-
3
0
6
.

と
對
照
せ
よ
。
-
 

第
十
章
.

‘A
' P
A
Jそ
の
生
活
資
料
論

「

初
步J

 

a
o
 *

3
3
6
-
3
.
4
6
'

 .3
5
5
,

 

3
5
6
-
W
6
3
.

を
見
よ
。

貧
困 
£
•就
い
て
、

n
o 3

.
7
7
.
4
0
1
)

 

4
0
7 し42

7
,

 

4
5
7
-
4
S
.

と
對
照
せ
よ
©

第

十
5

 

‘
財
產
論
” 

.

... 

' 

n
o 

6
0
7
-
6
5
2
.

 

r

J i

よ
。

S

.

S

國
潑
と
社
會
と
の
關
係
'

'

.
■

■

•
 

,
 

:•
.

.「

朝
步 J

 

n
o 7

0
7
w
2
r
,

を

見

よ

。
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，

C
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、
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_

J
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1
1
1

四
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租
税
に
就
い
-て
_
1
1
0 

7
7
1
.
7
7
7
;
7

00
.
5
-
7
00
?
;
7
7
7
-
7
7
,
7
;
.

;2
1
-
7
;
1
5
.
,

士
對
照
せ
ょ
0 

’ 
.

、

’

.
，
第

十m

章
'

國

家

か

紙

賢
,

.

:

V

.

々

.

-
.リ

ン

ハ

.

.
’ 
•

• •
;
、

:

‘

「

初
步J

 

n
o 7

5
1
-
7
7
7

•

を
見
よ
。 

• 

J

 

:
-

.
 

ニ

れ

に

ょ

づ
_て
彼
等
が
和
蘭
に
淤
い
て
受
け
た
經
濟
學
は
、
極
め
て
內
容
の
充
實
し
た
^'

の
で
あ
つ
た
こ
と
が
想
見
さ
れ
る
。

• 

.
西
周
に「

經
濟
を」

と
題
す
る
未
發
表
の
稿
本
が
あ
る
と
い
ふ
こ
と
.で
あ
' ^
» -

生
義
輝
編「

'
商
周
柯
藥
费
作
集」

解
說
'三
.九
〇
頁)

。
律 

田
-の
翻
譯
が
.出
な
い
の
で
、
M -

ち
別
に
匕
れ
を
試
み
たP

か
も
知
れ
な
い
。
或
'は
ま
た「

百
學
連
環」

の
制
產
學(

經
濟
學■

)

の

^

稿

を

成
 

す
め
か
も
知
れ
，な
い
。
そ
れ
は
近
く
そ
の
全
集
が
刊
行
さ
れ
る
と
•，い
，ふ
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
.の
.曉
に
は
恐
ら
く
明
.か
‘に
せ
ら
れ
る
の 

で
、あ
ら
ぅ
。
兎
に
角「

和
蘭
政
事
學
の
書」

の
‘第
四
種
の
翻
_

は
っ
い
に
遂
行
せ
ら
れ
な
.か
っ
た
。
神
田
孝
平
の「

經
濟
小
學」

を
以
っ
て
. 

こ
の
缺
を
雒
ふ
も
灯
で
あ
,̂

ど
す
る
見
解
も
あ
，る
や
ぅ
‘
で
あ
る
が
、
と
れ
ば
年
代
的
に
見
て
當
ら
な
い(

「

明
治
文
化
全
集」

第
八
卷
法 

律
！！

解
說
六
頁)

,0
’ 

/

•
 

/

 .

,'
■

.

 

■ 

r

，
パ

.’，

四
':

.‘， 

- 

■»
, 

:
 

h
. 

. 

’

彼
は
慶
應
三
年
九
月「

日
本
總
制
度」

な
る
，も
の
を
德
川
幕
府
に
建
良
し
た
。
こ
れ
は
當
時
な
ほ
幕
臣
で
あ
っ
た
彼
が
、「

方
今
我
日
本 

國
の
形
勢
洋
人
之
所
謂
合
邦
之
姿
に
類
似
仕
候
得
者
‘

•

先
以
全
國
列
國
之
差
別
無
之
候
て
は
不
相
叶
義」

a
1

九
頁
ゾ
と
の
立
場
か
，
 

ら
雜
府
の
■
た
め
に
書
い
た
一
種
の
'
憲
法
草
案
で
あ
っ
て
、
’
直
接
經
濟
論
に
は
_

係
は
な
い
が
、
割
愛
す
る
に
惜
し
き
特
異
な
文
献
で
あ 

石
。
^

,
れ
ば
»

政
麻
を
江
戶
に
置
ぐ
«,

立
法
は
制
法
上
下
兩
院
と
總
政
，府
於
分
掌
す
る
、
但
し
重
大
事
ば
勅
許
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら 

r
な
い
。
.，
制

法

上.院
•は
萬
石
以
上
•
の
國
主
が
當
る
。
下
院
ゆ
<

ロ
十
萬
人
に
付
ー
.、人
づ
、
推
擧
し
た
總
代
が
こ
'れ
に
當
る
。
列

國(

大
名 

領〕

々
内
の
.政
は
そ
.の
國
，主
.の
.全
權
.に
委
す
。
列
國
の
最
も
大
な
も
の
は
關
東
镇
で
、
德
川
家
の
世
興
と
す
る
、
と
い
っ
.
た
も
の
で
、

'

津
州
遨
消
絹
著「

津
田
眞
道」
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畠
^

茫
は
に
^

^

、

封

建

制

縻

に

片

足

ー

を

か

，
け

た

’ま
+

の〜
-
1

稹
の
近
代
的
代
讓
政
體
嘉
慮
し
て
居
る
。
德
川
幕
府
に
い
ま
少
レ
く 

力
.が
蹲
ク
て
居
办
、

-

1

純
新
が
ぁ
の
や
ぅ
が
大
舊
換
を
取
ら
な
如
つ
知
と
す
れ
ば
"

意
外
に
•と
の
や
ぅ
な
餞
的
形
態
を
實
現
し
た
の
. 

-

か
も
知
れ
&

か
っ
汽
。 

-

’ 

• 

-

翌
.四
年
^

_

所
-の
創
立
を
建
議
し
た
に
公

^

所
.と
.し
て
現
は
れ
た
冬
の
で
ぁ
る(

一.
ニ
四
頁)

。

こ

の

年

、
の

十

月

^

;

家

達

に

從
 

つ

て

靜

岡

に

移

0

た

2

三

一

賢

、

'こ

の

月

に

開

校

し

た

靜

岡

學

問

所

免

授

格

と

，
し

て

0

赴
任
の
た
め
.で

ぁ

る

(

米
扣
梅
吉
、「

幕
末
西 

.
-洋
文
化
と
钒
津
兵
學
校」
"
昭
和
十
年
、
.
七
、八—

七
九
頁)

0
こ
-
の
鞔
岡
學
問
所
の
後
身
靜
岡
陳
'範
學
校
，に
傳
は
る
，
關
成

所
.
1
及

び

|
:
靜
 

岡
學
校」

‘

0
蔵
臀
印
ぁ
る
|

3

^

»
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學
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l
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r(

只

ゲ

は

靜

岡

縣

立

薬

文

窜

に

_

管

さ

れ

て

ゐ
 

る)

に
紅
唐
紙
が
阽
つ
て
ぁ
る
こ
と
か
ら
-

こ
の
*

か
夙
.い
時
代
に
修
人
忙
ょ
つ
て
通
讀
さ
ル
た
か
に
就
以
て
疑
問
が
拋
げ
ら
れ
て
、ゐ 

る(
r

經

濟

讓

J

第

十

八

蠢
.一S

T

ア
グ
ム
A

ミ_
.ス
，坐
誕
一I

羣

記

念

號

、
武

藤

長

顧

、

「

ス

ミ

ろ

の

名

其

生

涯

及

び

其

學

說

を

¥•
く
 

.證

に

傳
.
へ
だ
る
蘭
文
經
濟
書」

ー1§

六
頁
、

私
は
そ
れ
釔
沼
津
着
抆
め
頭
取
と
し
.
て
そ
の
地
に
赴
い
た
西
周
ょ
り
も
，
.
そ

の

「

_
 

.
ぶ
所
の
政
事
學
五
科J

の•
ぅ
ち
經
濟
學
.の
翻
譯
を
擔
當
し
、
と
の
地
に
来
任
し
た
彼
、に
-疑
ふ
の
が
眞
實
に
庶
い
の
で
な
い
か
と
思
ふ
。 

'

•

五

明
治
'政

府

に

入

つ

十

か

ら

は

、

•
ニ

年

に

r

年
號
を
廢
し
、

1

元
を
可
建」

こ
.と(

紀

元

の

製

〕

を
建
議
し(

一

三

七

頁)

. 0

四
年

人

心

1

 

の
た
め
，士
族
'漱
濟
と
闕
:f
t

の
還
を
說
い
た
C

三
九
5 '

。
ま
た
吼
治
七
年
森
有
禮
が
明
六
社
を
計
畫
し「

明
六
雜
誌〕

を
出
し
た
時
に 

は、西村茂樹、

&

周
中
村

於
直
、
加
藤
弘
之
、箅
作
秋
坪
”
福
澤
先
生
、杉
享
ーy

箕
作
鱗
祥
等
と
と
.も
に
.と
れ
に
參
加
し
、
初
め
て
： 

彼
自
身
の
經
濟
論
を
'公
に
し
た
。
、
彼
及
び
西
周
が
和
蘭
で
受
け
た
も
の
a:
.
、
.
佛

蘭

瓯
.i
c
x :
つ
て
セ
イ
、
' \

ス
チ
ア
に
よ
わ
^

^
さ
せ
ら
..

れ

た

英

國

.正
統

派

經

濟

學

の

.思
想

.で
あ

る

。

從

つ

.で
'彼
の

思

想

も

そ

の

思

想

も

そ

.の
流

れ

.を

®

の

で

あ

’つ
た

，

I

「

夫
い
.方
今
世
與
ノ
.富
ヲ
鴕
レ
バ
人
必
ラ
ズ
英
國
倫
敦
ヲ
稱
ス
倫
敦
ノ
’外
恰
モ
五
大
泚
中
他
一
-
富
ナ
キ
♦力
如
ク
然
リ
英
國
フ
然
ク
富 

ム
所
以
奈
何
！！！
ク
英
國
運
送
7

便
吾
地
球
萬
國
»

冠
ク
レ
バ
ナ
リ
英
國
運
送
ノ
便
固
3 ,
い

天

然

ノ

地

利

一

一

存

ス

ト

雖

亦

英

國

人

民

智
 

巧
ヲ
兢
ヒ
勉
强
ヲ
命
フ
ノ
.致
ス
所
ナ
リ
夫
レ
冕
國
船
舶
ノ
多
キ
鐵
路
ソ
，.蕃
予
運
送
ノ
便
實
一
一
天
下
一【

甲
タ
ル
ハ
世
ノ
細
ル
所
ナ
リ
是.

-

固
ヨ
リ
該
國
人
民
智
識
勉
强
ノ
致
ス
'
所
チ
y

而
シ
テ
英
國
A ;

民
彼
ガ
如
グ
縱
一
一
其
智
力
ヲ
伸
ル
事
ヲ
得
-ル
所
以
奈
何
日
ク
英
國
政
府
.

ペ

其

人

民

ヲ

.東
縛

...
セ

.：ズ
入

民

.

1

ー
與
フ
ル

.
-ニ
自

由

〜

權

利

ヲ

以

.テ

_ス
：
ル

.
4職
ト

^

テ

.之
由

チ

タ」

' (「

明

六

雜

誌
J

r
九

號

.
明

治

七

^

六

_月
 

所

載

、r 
運

送

論

b

•:
ノ

:•
,
- • 

•; 

-
•

/

•
. 

; 

•

.

彼
は
ま
た
同
じ
立
場
か
ら
自
山
質
易
を
主
張
.し
1

そ
の
‘
論
據
と
し
て
貿
易
の
均
衡
を
說
‘
い
た
0
わ
が
國
は
顿
治
初
年
以
來
產
業
の
栘 

植
丨
淑
恥
の
輸
入
、
軍
備
齋
充
の
た
め
輸
人
超
過
を
繼
續
し
、-
,、連
年
芷
貨
流
出
の
形
.勢

を

馴

致

し

て

居

た

0

而
し
て
こ
.
の
形
勢
I

へ 

て
旣
に
出
版
さ
れ
た
も
め
に
若
山
_

1

の「

保
_

税
說」

及
びp

社
錄
が
あ
り
、
明
六
齔
の
-同
菰
中
に
も
杉
享
ニ
は「

貿
易
改
疋
論」

を
寄 

せ
て
^ ，
衷
机
保
護
論
を
述
べ(

「

明k

雜
誌
LJ
.第
一
ー
十
四
號)

、
：神

田

孝

平

は
- 2

金
外
出
歎
息
錄」

を
書
い
た
。「

我
邦
開
港
以
來
金
銀
ノ
外 

出
頗
ル
多
：シ
近
年
最
モ
.甚
シ
大
抵
其
源
^

ナ

リ
,?
0

其

i

輸
，出
人
差
"

其
■ニ
留
學
气
其
三
ル
人
® '

費
' 

其
四
駐
剳
費
、
、k

五
國
債
費
、
. 

興
六
買
物
費
ナ
リ
。‘
案
ズ
‘
ル-

1

比
年
氧
易
輸
入
多
ダ
シ
テ
輸
出
少
气
輸
入
品
代
價
ノ
內
ヨ
リ
輸
出
品
代
儇
ヲ
引
去
：レ
バ
殘
y
 

<.•即
チ 

外
出
ノ
正
金
高
ナ
9
 

V明
治
六
年
貿
易
表
.ラ
據
レ
入
拙
高
八
百
O

S

萬
六
千
苜
3 £
-

十

ー

エ

圓

ー

ニ

一

六

ト

ア

V

頗

ル

，，喫

驚

：
ス

ベ

午

大

數

ナ

リ

、 

六
年
'前
後
ノ
故
バ
朱
ダ
之
ヲ
知
ル
*

ヲ
得
ズ
、
顧
フ
デ
是

：

：

如

此
*■

シ
テ
己
+

*^
*
レ
ハ
其
全
ク
盡
>

コ
ト
近
キ
ー
1
在
ル
べ
シ
。
特

； 

從
來
有
高
ィ
確
知
及
ベ
力
ラ
..
サ
ル
ヲ
以
テ
$
■
 
一
 

i

,ル
カ
$

 
ニ
盡
ル
が
將
ダ
數
年
ノ
後
ニ
在

ル
歟
早
晚
ノ
期
ィ
マ
グ
知
ル
可
ラ
f
ル 

9

嗚
呼
前
途
s

n

K
‘如
^

、
之
ヲ
浩
歎〕

.

n

隞
.

V

ザ
ル
可
，ケ
シ
十
。」

■(

同
第r

j
'

十
三
號
S

金

外

出

歎

息

錄

」

、

象

田

は

初

‘め

わ

が
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肿

遒

治

雲
# •
$

眞
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へ
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.

國

の

、
エ

業

が

な

ほ

甚

だ

幼

稚

で

'數
ジ
，て
保
護
政
策
に
ょ
つ
て
'育
成
さ
れ
る
程
度
に
至
つ
て
ゐ
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
3「

保
護
税
ヲ 

.

.

■非」
と

し《

の
、
で

ぁ

る

が

(

同
嚴
五
號
>

、
後
に
は
質
易
平
亂
論
を
そ
，の'
論
據
と
し
た
？
'

ノ
 

f

■

「

余
嚮

n
非
保
麗
ヲ
作
リ
テ
此
聚
輸
入
超
過)

>
 
痛
ク
襄
7

ル
*
.

li

パ
足
ラ
ザ
ル
事
i

ジ
タ
レ
ド
乇
猶
又
妓
ュ
數
言
ヲ
陳
シ
テ
却
テ 

其

喜

ブ

べ

、

.キ
ノ
景
況V

ル
事
ヲ
屬
ゼ
ン
ト
欲
、ス
抓
薇
出
人
品
紙S

此
大
.差
'デ

爲

ズ

所

饮

果

.
シ

テ

安

ジ

ヵ

祖

ル

一

度

其

源

因

ヲ

踪

ネ

テ
 

. 

之
ヲ
知
リ
将
レ
■
パ
余
ガ
脱
謂
背
マ
.デ
憂
フ
.
ルi

足
ラ
ザ
'ル
ノ「

景
況
ナ
ル
事
明
ラ
ヵ
ナ
ル
：ベ
シ
：
：

然
レ
バ
則
其
源
置
シ
テ
安
ン
ヵ
在
ル
ト
謂
フ
„
へ

i

3B
L
.
-A -
,
天
性
，
,

*
ヶ
ル
ナ
.リ

. #

人
固
有
ノ
天
性4

一
 

馨
ヲ
好
ミ
華
美
ヲ
喜
ブ
ノ 

.

心
ア
リ
此
心
，即
是
ナ
リ
•蓋
シ
此
心
提
吾
入
ノ
力
^ :

ヲ
8

シ
A -

間
ソ
福
祉
ヲ
增
加
ス
ル
所
以
？
ン
テ
實1

一
造
花
ノ
大
资
ナ
リ
我
邦
人 

幸
-

1'

此

心

ヲ

實

是

我

人

民

ノ

課

利

加

：象

利

加

等
4

變
ノ
民
S

ナ
ル
所
以
ナ
リ
而
シ
テ
我
邦
人％

內
此
心
法
度
ヲ
定
メ
政 

:
 

' 
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'
令
ヲ
掌
ル
’
所
ノ
’諸
大
臣
ニ
尤
多
シ
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K
ス
•是
其
鐵
道
電
信
燈
臺
造
兵
造
省
主
船
等
諸
鼢
，
新
興
f

爲

、

S

諸
贫
府
爵
築
ノ
業
石
橋
大
、
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路
瓦
斯
燈
ノ
設
睦
續
ド
シ
テ
作
リ
文
武
官
〒
禮
服
正
服
軍
服
ィ
設K

リ
警
吏
兵
举ij,

章
服
ア
リ
我
三
千
萬
ノ
ん
段
一
敗
ノ
禮
服
亦
洋 

纟 

裝

一

ー

倣

ラ

ヒ

洋

ロ

I
)

ヲ
用
フ
ル
所
以
ナ
リ
夫
レ
上
之
ヲ
好
メ
バ
下
必
ラ
■ズ
是
ョ
リ
甚
シ
.キ
ア
リ
：
：
是
輸
、出
入
ノ
差
年
々
八
百
乾
阒
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今

、
日

出

入

ノ

大

寒

特

一

一

甚

シ

ク

大

ゴ

ー

天

然

ノ

權

衡

デ

失

シ

洋

品

輸

人

ノ

多

キ

人

民

ノ

カ

：
一
一
過
ギ
タ
リ
故
一
一
.
人

民

ノ
 

之
ヲ
購
求
ス
ル
者
其
度
-ー
適
セ
-
ズ
是
目
今
洋
貨
>ノ
價
大
_
1減
.ジ
或
.、ハ
原
儕
ョ
,9
.
.俄
キ
所
以
.ナ
リ
想
フ
.
1又
マ
明
治
八
年
ノ
.如
キ
ハ
輸
出 

e 

人
品
額
必
ア
ズ
其
平
'均I

K

得
べ
シ
或
ハ
輸
出
ノ
數
却
テ
輸
入
ノ
額
ニ
踰
エ
；稍
前
年
ノ
不
延
ヲ
M .

ヒ
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ŵ
ter 

T

r

w

•
”

>

f̂
m

^

^o q
p

d

w

g*
日

t̂ehrbuclle der W
e
l
t
g
e
s
c
h
i
c
h
t
e

S >
- Nwchulen. 

neu. 

A
u
f
L

 - 

M
i
i
n
s
t
e
r
,

1
800
产

(

H

s

s

ぐ
.

、本
書
は
發
行
年
號
か
ち
和
蘭
よ
り
歸
朝
の
際
持
參
し
'た
も
の
、で
な
い
こ
，と
は
明
か
で
あ
る

七
、
‘
地

理

書

‘
ぺ 

,
 

.

•

パ

‘

’ 

:

.
H
u
g
h
e
v

 Williams: 

T
g*
.treasury of geography, 

physical, historical, 

.
d
e
s
u
p

ff
.
v
e
,

 a
n
d

 

political; 

containing 

»

• s
u
c
c
i
n
t

 account of every country in the w
o
r
l
d
:

，
n
. ed

,
、L
o
n
d
,1,874. 

(
G
2
-
6
6-1)

-school atlas v
a
n

 alle deelen 、dei; aarde. (
G
3
-
2

00-1
〕

. H
ft
'
r
w
e
n 

J. 
r

:
 w

e
t

 

k
o
n
i
n

a<
l

r

i

x

d
e
r

 "
N
e
d
e
r
l
a

o'd
e
n
,

<I-
c
o
r
g
e
s
t
e
l
d

 

i
n

 

e
e
n
e

 

这
0>
ぽ 

5
CJ
a
e 

n
a
t
u
r

 

g
e
t
e
e
k
e
n
d
e

schilde

H'adltige g
e
z
i
g
t
p

 

G§
da. (

G
3
-
1
4
-
1
)

は
、De

n

 w
e
l
e
d
e
x
g
e

'tntrerigwggj. 

Tsuda- sintsu’u
i
t
v
c
o
y

 achting 

§
 

-
I 

aejjken 

bij 

zijn 

vertrek

n
a

a
r

'
J
a
p
a
n
;

 

v
a
n

 Leiden, 

3
p

.october 

l00
,
6
5
.
z
i
j 

口 V
r
i
e
n
d
F
.

 v
a
n

 

s
i
n
t
s
'

 

こ
の
書
人
れ
が
あ
る
。
す
な
は
ち

ぺ
へ
,;
-
,
:
:
’
：雜

、賴

,

十
日
の
日
附
あ
る
こ
•と
は
彼
等
の
和
蘭
出
發
の
'日
に
關
し
'問
題
を
提
供
し
て
居
る
も
の
で
あ
る
ま
い
か
。

B
a
t
s
c
h
,
.

 

C
a
r
l
:

 

H
y
d
r
o
t
e
d
m
i
s
c
h
e

 

W
a
n
d
e
r
i
m
g
e
n

 

i
n

 

w
a
i
e
m
,

 

B
a
d
e
a
,

 

F
l
k
r
e
i
c
h

 

i
m
d

 

f
f
i
o
u
a
n
d

 

的 
e
s
w
c
h
rt
-

5*
?
«
. 

1
8
2
r
. 

v
v
e
l
m
^

. 

I
s チ

(
M
a
r
g
i
n
a
H
S
.

 

z
u
r

 

n
e
u

 

u
m
g
e
a
l
b
e
i
t
e
n

CJ/
h
’d
v
e
r
m
e
.
n
r
t
e
n

 

A
u
s

的 a
b
e

 

d
e
r

 - 

t
h
e
o
r
e
t
i
s
c
h
-

,
 

0
1
 
 ̂

 ̂

:
ぐ
.：

-

'

,

ス 

ン

-

• 

- 

V
 
-.

■■■
;..-.

…

.
ノ
 

- 

.

. 

-
v
v 

• 

.■ 

■
■
■
■
■ 

■ 

■ 

■

パ
、

.
.

.

.

ン

パ

-

-

:

-

}

-

-

 

..

Mresenx

-css, 

r
: Re

m
g
i
u
s

 

(beal;b
)

： 

Anleitnng 

Nur q
u
a
&
t
a
t
i
v
e
n

 

chemischen 

A
n
a
l
y
s
e

 

5. 

A
&
. Br

a
g
s
c
h
w
e
i

 

内，
 

100
9
2
. CS

6
-
2
7
-
1
〕

,
 

-

’
 

•

G
0
2
p-wesanez, 

F
.

 

v
.

 

(

.cr
eaTb.〕

：. Lebrb'uch ,
d
e
r
>
norganischen 

C
h
e

 
日 ie fiir 

d
i
n

 unterriciit 

a
u
f universi

srr
t
e
D
,

 

H
r
t
o
¥
w
o
^
w
.

 

w
. 

>
s
. 

1
O0
6
3
.
 

(
L
e

orirbuch 

der 

.c
h
e
m
i
e
.
.
1
.

'w
d
. S6

-
3
2
-

ノ

—

r-M\.„̂
..-

..L
e
b
r

-o*
u
c
h

 .der. orga
B
i
s
c
h
e
n
.

'oh
.
e
&
e

 :..r2
,
.
A
U
f
v

 _B.aunschwei2v.1864, p
e
h
r
b
u
c
h

 ■ d
e
r
o
h
e
m
i
e
.

 

2, 

'to
f
d
*

,
 

S
6
-
3
2
-
)

 

-

• 

• 

.

.

.

. 

- 

. 

•
 

.

.

.

.

. 

j 

. 

• 

I 

• 

. 

• 

*

H
o
e
v
e
c
,

 

J 
‘
 

J

 d
e
r
:

 

L
e
eM'
>

- o
e
k 

d

e
.N
d
i
e-N
k

u

n'a
.
e
,
"
t
e
n

 

d
i
e
n
s
t
e

 

y
a
n

 

l
i
e
t

 

m
i
d
d
e
l
b
a
a
r

 

o
n

 

d
e
r
w
i
j
s
v

 2

 

d
r
u
k
.

 

3
L
e
i
o.
e
a
,
 

T
00
6
4
. 

(
K
L
a
n
d
l
e
i
d
e
D
g

ri
-
o 汗 

&
 n

a
t
u
u
r
l
i
j
k
e

 

的
法
ら £

(td
e
n
e
s

 

v
a
n

 

h
e
t

 

D
i
e
r
e
n

a.j
K

 

s
.

 

6

丨31
-
1
)

,
 

M
ei
l
e
r
v
,

 Joh.: 

ILehrbuch 

der kowxnlschen 

pbysik. 

2, 

A
u
soq
. .Braunschweig-,,,. 

100
6
.
5
. rM

i
i
u
e
r
-
p
o
n
m
e
t
v

 

L
e
h
r
b
u
c
h

 

• 

der 

p

trysik 

u
n
d

 

Meteorologies 

3. 

w
d
. 

(
S
6
.
3
3
_
2

 
ン

„ 

’
-
-
-

ゴ-
-
-
"
r?e

h
r
b
u
c
h

 

d
e
r

 

p
h
y
s
i
k

 

u
n
p «
窆
尨 e

r
o
l
o
g
i
e
.

 

6
.

 

A
u
A
.

 

B
'
r
a
u
n
s
r
h
w
e
i
g
,

 

1

S

6

2
CK
-
3
. 

(
S
6
-
2
6
-
2
}

o
r
d
o
g
i
n
c
e

 sur r
e
x
e
r
a
c
e

 et 

lesgvolutio

-tjside

 la 

cavaleri 

ク

 

d
u

o\
、

d
.«
'
c
e 日 bre 

1
S
2VO
, 

 ̂

^
gc-
f
-
s
a
i
c
n 

p
o
u
r

 

k
s

 

e
x
e
r
a
c
e

.wa 

pied et-a 

cheval 

des 

d
r
a
g
o
n
s

 a
m
6
s

 

de 

f
uE2
:
l
, du

 

ler 

s
e
p
t
e
m
b
r
e

l—
*
oo
tn
r

F
r
e
m
^
r
e

 

paM
t
i
e
.
:

,

,

•
 

%

田
逍
览
耦
著
.

「

'#
^
眞
歡
4
 

•
 

‘
 

ノ 

ノ 

一
 
敗
-五

(

四
0
七)



,

ゾ
離
.
5
遨
治
緘
著
-.
-

1律
.
£
眞
道
“ 

.

•

 

J
.

四
六
• 

C

四
0
八)

广
，
，

 

< 

.

こ
.

- 

‘

ノ

 

：

. 

* 

•

P
a
r
i
s

 

1
06
6
4
. (

S
4
-
1
6
1
-
1

‘

〕

 

:
:

し
：

: 

* 

• 

^

,
p
a
r
v
B
e
,
K
e
n
n

 

d
e
:

 

C
a
u
s
e
n
e
s

 

s
a
e
n
t
i
a
q
u
e
s

 

d
e
c
o
u
v
e
r
t
c
s

 

e
t

B-v
e
n
t
i
o
n
s

 

p
r
o
g
r
s
w

a

»
5r.

s
c
i
e
n
c
e

 

t
e

 

d
e

 

r
i
n
a
u
s
t
r
i
e
,

P
a
r
i
s

 

1
8
6
4
.
'
(
S
2
-
1

S '-
1
〕

’ 

.

,

 

:

•

,

九
'

辭

，-書

’ 

■ 

/
 

‘ 

w

o

m

h

o

B

D
.
” 

N
i
e
u
w

 

g
r

o
o

t

.3J
o
o
r
c
i
e
n
b
o
e
k

 

d
e
r

 

• 

n
e
d
e
r
l
a
i
n
d
i
c
h
e

 

t
a
a
h

 

I
L
e
N
d
e
n
,

 

1
S
5
S
*

 

(
D
4
-
1
0
-
I
)

B
r
u
i
n
,

 

S
e
r
v
a
s
:

 

H
i
s
t
o
r
i
s
c
h

 

e
n

 

,
g
e
o
.
g
r
a
p
h
i
s
c
h
_

 w
o
p
r
d
€

'bb
,
o
e
k
.

 

L
e
i
d
e
n
,

 

1
8
6
9
.

 

(
D
1
2
:
2
3
-
2

ン

£ A
a
n

 

d
e

 

h
e
e
r
e
n

 

T
s
u
d
a

 

M
a
m
i
t
z
i
,

 

N
i
s
b
i

 

A
s
a
n
e

 

s
n
g
.
e
b
o
d
e
n

 

d
o
o
r

 

Y
.

 

J
,

 

H
o
f
f
m
a
n
n

 

L
e
i
d
s

 

(
K
O
H
a
n
d
)

/ 

• 

-
w
* 

* 

; 

, 

. 

• 

• 

V 

- 

; 

-
- 

• 

•
.
'
- 

r

J
a
n
u
a
r
l

 

1
00
7
5
、

の
書
人
れ
が
あ
る
。
ホ
フ
マ
ン
，か
ら
の
.
贈
呈
本
で
あ
る
。

G
&
r
u
z
e
t
,

 

J
.

 

B
.

r

: N
o
u
v
e
a
u

 

d
i
c
t
i
o
n
n
a
i
r
e

 

^

O

O

F 

• 

P

S

.

■
.

.こ— 

.

.

.

.

.

.
:
• 

. 

... 

■ 

• 

' 

•
.
.
' 

.
 

, 

•
-
-
.
••
. 

..... 

■、
へ

,.
;
- 

\ 

-
*
.
::
.
'
.
.

'.
'

'I-
' 

'こ

.，.

..
: 

■
 

-J
 

-
 

■> 

... 

T
- 

‘

K
a
n
,

V *
w
. 

s
 s

c
h
r

o:d
e
r
,

 

H
,

 

P
.
:

 

L
p't

i
j
n
s
c
h
-
n
e
d
e
r
l
a
n
d
s
c
h

 

w
o

o

. as
b
o
e
k
，

U
t
r
e
c
h
t
,

 

1
00
6
4 (

D
5

.
7

S
)

K
r
a
m
e
r
s
,

 

J
.
:

 

M
g
e
m
e
e
n
e

 

k
u
n
s

 
作̂8

r
d
e
n
t
a
l
k

- ', G
o
u
d
a
,

 

1
8
s
,
(
D
1
2
-
2
4
,
f
l
y

 

I
—

^

M

P

&

 

Q
O
£
p
-

■
N
s
e
s
,

 

v
o
l
l
s
t

p:n
d
i

oqe
s

 

d
e
u
t
s
c
h
.
l
l
o
l
m
n
d
i
s
c
h
e
s

 

u
n
d

 

h
o
l
l

PJn
d
i
s
c
h
d
e
u
t
s
c
h
e
s

 

w

o:
r
f?
r
b
u
cp*
A

5
s
t
i
s
r
d
w
m
,

 

1
00
5
1
, (

D
5
-
7
7
.
2
〕 

A

 

n
e
w

 

p
o
c
k
e
t
-
d
i
c
t
i
o
n
a
r
y

 

oif 

t
h
e

 

w
n
的
！is

h

 

a
n
d

 

D
u
t
c
h

 

l
a
n
g
u
a
g
e
s
,

 

s
t
e
r
l
o
t
v
p
e
-
e
d
u
i
o
D
,

 

L
e
i
p
s
i
c
.
「
D
5
-
4
4
-
1
)

ー〇、雜
書
，

 

• 

.
 

•

■ B
.
I
i
s
b
^
a
r
e
*

 

.J. 

e
tp.
.
;
 

- 

p
a
r
'
i
e
.
'
p
r
o
g
r
a
n
l
m
e

 .
o
f
&
c
i
e
l
.

 

P
a
r
i
s
,

 

S
2

-
7

S
)

E

e

B

•デ
ィ
ー

‘
‘ト
.
.リ
ッ
ヒ
.
著「

*T

メ
リ
力
の
極
東
貰

易

」

■'
.

 

.

 .

 

■

 

!
 

.

 
.

 
.

 
:

 
'

 
•

 ■

 

•

 
,

 

•

.

,

; 

:
4 
へ

.
,|-
、
；ノ

'
.
.
-
-
.
-
-
.
.
'
.
■

.

.
•■
■':
■.
 

.

.
-
I
'

ン
-
S
.
I
.
. 

:
、

-
■
■■
. 

f
 

.
 

-
----- 

-> 

■■
 

.
 

.:■
■
 

、
：

... 

.r

. 

' 
'
 
V 

ミ
：

•

•

山

本

 

登

•

い

霧

へ

靈

：:;
:

^

:

'ノ
ン

'
.
.

, 

' 

> 

, 

; 

.
r 

t 

. 

パ

-
，'
.

..へ

ぐ
極

東

は

目

下

世

界

，的

係

爭

の

•一

焦
點
た
る
感
が
耖
る
。
’
日
支
事
變
の
勃
發
以
來
、
日
本
の
建
‘設
的
態
度
の
表
明
'に
も
枸
ら
'ず
''
>
.
,イ
ギ
：
 

0

ス
を
は
じ
め
米
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ッ
の
對
支
援
助
柹
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潑
に
續
け
ら
れ
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そ
れ
は
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佌
紀
中
葉
以
，降
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那
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言
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ま
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極
艰 

/

諸
倒
の
殆
ん
ど
す
べ
て
が
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史
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潰
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。
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